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三
校

榛
原
製
罫
紙
と
『
懐
徳
堂
紀
年
』
―
永
井
荷
風
と
中
井
木
菟
麻
呂
―竹

　
田
　
健
　
二

　
『
図
書
』
二
〇
一
一
年
四
月
号
（
第
七
四
六
号
、
岩
波
書
店
）

に
掲
載
さ
れ
た
「
断
腸
亭
日
乗
と
榛
原
紙
舗
」
は
、
東
京
日
本
橋

に
あ
る
和
紙
の
老
舗
・
榛は
い

原ば
ら

と
榛
原
の
作
る
罫
紙
を
愛
用
し
た
永

井
荷
風
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
す
る
、三
田
完
氏
の
随
想
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
荷
風
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
九
月
十
六
日
か

ら
、
亡
く
な
る
前
日
の
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月
二
十

九
日
ま
で
、「
断
腸
亭
日
乗
」
と
題
す
る
日
記
を
執
筆
し
続
け
た
。

三
田
氏
に
よ
れ
ば
「
紙
フ
ェ
チ
」
と
も
い
う
べ
き
性
向
の
持
ち
主

で
あ
る
荷
風
は
、「
断
腸
亭
日
乗
」
の
清
書
用
の
紙
に
榛
原
製
の

罫
紙
を
選
ん
で
い
た
。

　

こ
の
三
田
氏
の
随
想
に
添
え
ら
れ
て
い
る
「
断
腸
亭
日
乗
」
の

原
本
の
写
真
を
見
て
、
筆
者
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂

文
庫
で
見
た
、
よ
く
似
た
罫
紙
を
直
ち
に
思
い
出
し
た
。
そ
れ
は
、

『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
用
い
ら
れ
て
い
た
罫
紙
で
あ
る
（
図
参
照
）。

　
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
は
、
懐
徳
堂
の
歴
史
を
ま
と
め
た
最
初
の

書
物
で
あ
り
、
執
筆
者
は
、
懐
徳
堂
の
学
主
を
代
々
勤
め
た
中
井

家
の
子
孫
・
中
井
木つ

ぐ

ま

ろ

菟
麻
呂
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
は
大
正
三
年（
一

九
一
四
）
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念

会
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
こ
の
書
物
を
書
い
た
。
当
時
東
京
に
住

ん
で
い
た
木
菟
麻
呂
は
、『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
最
初
の
稿
本
を
手

元
に
残
し
、
浄
書
し
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
大
阪
の
財
団
法
人
懐

徳
堂
記
念
会
に
送
っ
た
。
す
る
と
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
理

事
・
西
村
天
囚
は
、
木
菟
麻
呂
が
送
っ
て
き
た
も
の
に
修
正
・
削

除
を
加
え
て
改
め
て
浄
書
し
、「
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
編
」

と
し
て
、
そ
れ
を
来
阪
し
て
い
た
大
正
天
皇
に
献
上
し
た
。
大
正

天
皇
に
献
上
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
は
、
現
在
、
宮
内
庁
書
陵

部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
菟
麻
呂
が
手
元
に
残
し
て
い

た
最
初
の
稿
本
は
懐
徳
堂
文
庫
の
新
田
文
庫
に
、
木
菟
麻
呂
が
財

団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
送
っ
た
も
の
は
懐
徳
堂
文
庫
の
北
山
文

庫
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
蔵
さ
れ
て
い
る（
１
）。
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筆
者
は
二
〇
〇
一
年
に『
懐
徳
堂
紀
年
』に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
際
、『
懐
徳
堂
紀
年
』
は
新
田
文
庫
の
も
の
も
北
山
文
庫
の
も

の
も
、
罫
紙
の
左
下
隅
に
小
さ
く
「
東
京
榛
原
製
」
と
印
刷
さ
れ

た
同
じ
罫
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。
し
か

し
、
筆
者
の
関
心
は
専
ら
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
内
容
と
、
木
菟
麻

呂
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
執
筆
し
た
経
緯
と
を
解
明
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
榛
原
と
は
東
京
の
紙
屋
の
名
前
な
の
だ
ろ

う
と
思
う
に
止
ま
り
、
特
に
追
究
は
し
な
か
っ
た
。
三
田
氏
の
随

想
を
読
ん
で
初
め
て
、
木
菟
麻
呂
が
使
っ
た
罫
紙
が
東
京
日
本
橋

の
榛
原
製
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
店
舗
は
現

在
も
営
業
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
三
田
氏
の
随
想
に
添
え
ら
れ
て
い
る
「
断
腸
亭
日

乗
」
の
原
本
の
写
真
を
見
る
限
り
、
荷
風
愛
用
の
罫
紙
と
『
懐
徳

堂
紀
年
』
の
罫
紙
と
は
、
罫
線
の
色
が
青
（
藍
色
）、
匡
郭
が
四

周
双
辺
で
あ
る
と
こ
ろ
が
確
か
に
同
じ
で
、
よ
く
似
て
は
い
る
の

だ
が
、
細
か
く
見
る
と
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

先
ず
行
数
が
違
う
。
荷
風
愛
用
の
罫
紙
は
毎
半
葉
十
行
、『
懐

徳
堂
紀
年
』
は
毎
半
葉
九
行
で
あ
る
。
ま
た
、
荷
風
の
罫
紙
は
版

心
下
部
に「
○
」が
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、『
懐
徳
堂
紀
年
』は「
○
」

が
な
く
、
そ
の
位
置
に
は
横
線
が
二
本
あ
る
。
更
に
、『
懐
徳
堂

紀
年
』
の
罫
紙
に
は
、
左
下
の
隅
に
「
東
京
榛
原
製
」
と
印
刷
さ

れ
て
い
た
が
、
荷
風
の
罫
紙
に
は
「
榛
原
製
」
と
印
刷
さ
れ
て
お

り
、「
東
京
」
の
文
字
が
無
い
。

　

加
え
て
、
写
真
を
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、

実
は
両
者
は
大
き
さ
も
違
う
。「
断
腸
亭
日
乗
」
の
大
き
さ
は
、

晩
年
の
も
の
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
巻
が
一
八
．
四
×
一
二
．
九
㎝

で
、
こ
れ
は
罫
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
袋
綴
に
し
た
大
き
さ
で
あ

る
か
ら
、
用
い
ら
れ
て
い
る
罫
紙
は
一
八
．
四
×
二
五
．
八
㎝
、

つ
ま
り
ほ
ぼ
Ｂ
５
と
同
じ
大
き
さ
で
あ
る（
２
）。
こ
れ
に
対
し
て
『
懐

徳
堂
紀
年
』は
、
同
じ
く
袋
綴
で
二
七
．
二
×
一
九
．
四
㎝
、
従
っ

て
罫
紙
は
二
七
．
二
×
三
八
．
八
㎝
で
、
Ｂ
４
よ
り
も
一
回
り
大

図
　
北
山
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
第
三
八
葉
裏
。

　
　
左
下
に
「
東
京
榛
原
製
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
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き
い
。

　
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
罫
紙
に
つ
い
て
何
か
情
報
が
得
ら
れ
な
い

も
の
か
と
思
っ
た
筆
者
は
、
二
〇
一
一
年
七
月
十
六
日
、
上
京
し

た
際
に
日
本
橋
の
株
式
会
社
榛
原
を
訪
問
し
た
。
事
前
に
連
絡
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
飛
び
込
み
の
訪
問
と
な
っ
た
の
だ
が
、
折
良

く
榛
原
の
会
長
・
中
村
晴
子
氏
に
お
会
い
し
て
お
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。
中
村
会
長
は
、
長
ら
く
品
切
れ
に
な
っ
て
い
た
荷
風

愛
用
の
十
行
罫
紙
の
復
刻
を
思
い
立
ち
、
そ
れ
を
実
現
さ
れ
た
方

で
、
三
田
氏
の
随
想
に
も
登
場
す
る（
３
）。

　

中
村
会
長
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
先
ず
罫
紙
の
行
数
に
つ
い
て
、

三
田
氏
の
随
想
に
は
「
十
行
か
ら
十
三
行
」
と
あ
る
が
、
榛
原
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
行
数
の
罫
紙
を
作
っ
て
お
り
、
九
行
の
罫
紙
も

作
っ
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
紙
質
に
つ
い
て
、
罫
紙
に
用
い
ら
れ
る
紙
の
中
で
は
荷
風

の
愛
用
し
た
薄
い
雁
皮
紙
の
も
の
が
最
高
級
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
の
記
憶
で
は
、『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
罫
紙
は
薄
く

な
か
っ
た
。
木
菟
麻
呂
が
手
元
に
残
し
て
い
た
新
田
文
庫
の
『
懐

徳
堂
紀
年
』
の
稿
本
に
は
、
本
文
に
対
し
て
数
多
く
の
修
正
を
加

え
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
中
に
は
、
罫
紙
の
一
部

を
罫
線
に
沿
っ
て
切
り
抜
き
、
別
の
罫
紙
（
恐
ら
く
は
反
故
紙
）

で
裏
打
ち
を
し
、
そ
こ
に
修
正
後
の
本
文
を
記
し
て
い
る
箇
所
が

複
数
あ
る（
４
）。
そ
う
し
た
修
正
箇
所
を
観
察
し
た
時
の
印
象
と
し
て

は
、
罫
紙
は
薄
く
は
な
く
、
む
し
ろ
厚
ぼ
っ
た
か
っ
た
。
中
村
会

長
に
そ
の
こ
と
を
お
話
し
し
て
、
榛
原
で
は
厚
手
の
罫
紙
も
製

造
・
販
売
し
て
い
た
の
か
と
お
尋
ね
す
る
と
、
雁
皮
紙
を
用
い
た

高
価
な
罫
紙
の
他
に
、厚
手
で
よ
り
安
価
な
罫
紙
も
作
っ
て
い
た
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

更
に
中
村
会
長
は
、
榛
原
製
の
罫
紙
を
用
い
た
榛
原
の
社
内
文

書
を
筆
者
に
見
せ
て
下
さ
っ
た
。「
明
治
四
十
四
年
」
と
記
さ
れ

た
そ
の
社
内
文
書
に
用
い
ら
れ
て
い
た
罫
紙
は
、
毎
半
葉
十
一
行

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
四
周
双
辺
で
、
さ
ほ
ど
薄
く
は
な

く
、
大
き
さ
は
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
罫

紙
の
左
下
の
隅
に
、『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
罫
紙
と
同
じ
く
「
東
京

榛
原
製
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
を
見
た
筆
者
は
、
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
用
い

た
罫
紙
は
、
榛
原
製
の
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
と
確
信
し
た
。
安

政
二
年（
一
八
五
五
）生
ま
れ
の
木
菟
麻
呂
と
、
明
治
十
二
年（
一

八
七
九
）
生
ま
れ
の
荷
風
と
は
、
と
も
に
榛
原
で
罫
紙
を
買
い
求

め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

中
村
会
長
は
ま
た
、
罫
紙
の
値
段
に
つ
い
て
、「
断
腸
亭
日
乗
」

に
記
述
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
日
「
断
腸
亭
日

乗
」
を
確
認
す
る
と
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
八
日

の
と
こ
ろ
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る（
５
）。
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十
二
月
八
日
。

爽
風
雨
一
過
し
て
後
、
暴
暖
初
夏
の
如
し
。

午
後
日
本
橋
榛
原
に
行
き
罫
引
雁
皮
帋
手
帳
を
購
ふ
。
一
册

金
貳
圓
餘
な
り
。
先
年
七
正
大

年
八

に
比
す
れ
ば
殆
二
倍
な
り
。
哺

時
一
天
俄
に
か
き
く
も
り
朔
風
砂
塵
を
捲
き
寒
亦
加
は
る
。

（
下
略
）

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
荷
風
が
購
入
し
た
雁
皮
紙
の
手

帳
が「
一
册
貳
円
餘
」で
、
そ
れ
が
大
正
七
・
八
年
の
値
段
の「
二

倍
」
と
い
う
こ
と
は
、
大
正
七
・
八
年
（
一
九
一
八
・
一
九
一
九
）

頃
は
一
冊
一
円
程
度
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
よ
り
更
に
四
～

五
年
さ
か
の
ぼ
る
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
木
菟
麻
呂
が
購
入

し
た
、大
き
く
て
厚
手
の
罫
紙
の
正
確
な
値
段
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
円
程
度
か
、
或
い
は
そ
れ
よ
り
も
安
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
一
円
は
現
在
の
五
千
円
か
ら

一
万
円
程
度
で
あ
る（
６
）。

　

木
菟
麻
呂
は
荷
風
に
劣
ら
ず
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
膨
大

な
日
記
を
記
し
た
。『
秋
霧
記
』（
明
治
三
十
四
年
七
月
～
）・『
鷦

室
記
』（
大
正
四
年
一
月
～
）・『
呉
江
日
録
』（
大
正
十
年
九
月
～
）・

『
弸
中
記
』（
大
正
十
四
年
四
月
～
）・『
桜
陵
記
』（
大
正
十
五
年
七

月
～
）・『
桜
谷
記
』（
昭
和
七
年
十
月
～
）・『
薜
茘
窩
記
』（
昭
和

十
二
年
六
月
～
）・『
後
水
哉
館
記
』（
昭
和
十
四
年
四
月
～
）
と

続
く
木
菟
麻
呂
の
日
記
は
、
い
ず
れ
も
現
在
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
執
筆
し
た
頃
の
木
菟
麻
呂
の

日
記
は
『
秋
霧
記
』
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
榛
原
で
罫
紙
を

購
入
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
記
述
は
な
い
。

　

経
済
的
に
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
木
菟

麻
呂
が
『
秋
霧
記
』
を
書
き
記
す
の
に
用
い
た
紙
は
、
罫
線
の
な

い
普
通
の
半
紙
や
、
反
故
紙
を
切
り
貼
り
し
た
よ
う
な
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
、
非
常
に
質
素
で
あ
る
。
そ
の
木
菟
麻
呂
が
、
財
団
法

人
懐
徳
堂
記
念
会
か
ら
特
に
依
頼
を
受
け
て
執
筆
し
た
『
懐
徳
堂

紀
年
』に
、
榛
原
製
の
罫
紙
を
購
入
し
て
用
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
体
裁
を
可
能
な
限
り
整
え
よ
う

と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
７
）。
し
か
し
、
木
菟
麻

呂
は
荷
風
が
愛
用
し
た
よ
う
な
高
価
な
雁
皮
紙
の
罫
紙
は
使
わ
な

か
っ
た
。
木
菟
麻
呂
の
人
と
な
り
や
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
一
端
が

窺
え
る
。

　

木
菟
麻
呂
の
日
々
の
行
動
や
発
言
な
ど
が
か
な
り
詳
し
く
記
録

さ
れ
て
い
る
木
菟
麻
呂
の
日
記
か
ら
は
、
木
菟
麻
呂
自
身
に
関
す

る
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
西
村
天
囚
・
今
井
貫
一
・
上
松
寅
三
ら

懐
徳
堂
記
念
会
関
係
者
に
関
す
る
情
報
な
ど
も
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
残
念
な
が
ら
、
日
記
全
体
の
分
量
が
あ
ま
り
に
膨
大
で
、
こ

れ
ま
で
そ
の
解
読
や
研
究
は
十
分
に
は
進
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
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三
校

な
が
ら
、
そ
の
資
料
と
し
て
の
価
値
は
極
め
て
高
く
、
近
代
日
本

の
歩
み
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
日
記
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
多
く

の
研
究
者
が
共
有
し
て
活
用
で
き
る
資
料
に
す
る
た
め
、
今
後
は

翻
刻
な
ど
の
取
り
組
み
を
一
層
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
―
』（
大
阪

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
２
）『
荷
風
全
集　

第
一
九
巻
～
第
二
四
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
～
一

九
六
四
年
）
に
よ
る
。

（
３
）
榛
原
が
復
刻
し
た
十
行
罫
紙
に
も
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、「
断
腸
亭

日
乗
」
に
用
い
ら
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
「
日
乗
箋
（
小
）

榛
原
製
青
色
十
行
罫
紙
」、も
う
一
つ
は
、Ｂ
４
サ
イ
ズ
の「
日
乗
箋（
大
）

榛
原
製
青
色
十
行
罫
紙
」
で
あ
る
。

（
４
）
拙
稿
「『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
そ
の
成
立
過
程
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第

三
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
５
）『
荷
風
全
集　

第
二
〇
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
に
よ
る
。

（
６
）
飯
塚
一
幸
「
書
評
：
竹
田
健
二
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所

懐
徳
堂
の
再
興
―
』」（『
懐
徳
』
第
七
九
号
所
収
、
二
〇
一
一
年
一
月
）

に
よ
る
。

（
７
）『
秋
霧
記
』
に
よ
れ
ば
、
木
菟
麻
呂
は
脱
稿
し
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を

製
本
に
出
し
、
ま
た
表
具
師
吹
埜
に
題
簽
を
貼
付
さ
せ
た
上
で
、
財
団

法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
発
送
し
て
い
る
。
拙
稿
「『
秋
霧
記
』
に
記
さ

れ
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
成
立
過
程
と
そ
の
献
上
」（「
国
語
教
育
論
叢
」

第
一
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。
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